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マイクロバブルによる白濁したお風呂での入浴イメージ マイクロバブル入浴でリラックス効果

世界では「ウェルビーイング（well‐being）」という概念が広がっており、人々の健康は、社会の重要な

課題となっている。ストレスやメンタルヘルスの問題、働き方の改善、社会的孤立など日々の健康を維持

することが人の幸福を継続していくことになる。

マイクロバブルによって、微細な気泡で温浴効果を受けたり、白濁したお湯によるリラクゼーションの効

果を生み出す。普段の入浴をマイクロバブルバス入浴にすることで、からだと精神の健康を維持すること

ができる。

通常の入浴においても、温浴効果により心理的な緊張をやわらげる効果があることが報告されており、さ

らにマイクロバブル入浴は通常の入浴よりも、リラックス感、くつろぎ感、幸せ感が高まるという結果が

出ている。

通常の給湯器にバブル発生装置を内蔵した「マイクロバブルバスユニット」を使用（外付けのバブル発生

装置の場合もあり）。お風呂の浴槽内にマイクロバブルやウルトラファインバブルを噴出し、白濁したお

湯を作り上げ、目に見えない微細な泡で温浴効果や洗浄効果などのさまざまな効果を生む。

通常の入浴に比べ、マイクロバブルバス入浴は皮膚温が約0.4℃高く、約30分の温浴効果継続

通常の入浴に比べ、マイクロバブルバス入浴はリラックス感が16%アップ

（その他、入眠時間が早い、うるおい効果、ワクワク感の上昇、などの効果）


